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サトイモは栽培管理が容易なため， 近年は水回
転換作物として栽培されることが多い． サトイモ
栽培における種イモの必要量は200～250kg/10a
程度と収穫量の1/6にも達するく松本 1985）. ま
た， サトイモの収量には種イモの品質が大き く影
響するため， 優良株の種イモの確保が栽培面積拡
大の障害となっているばか りでなく， 経営的にも
大きな負担となっている． サトイモは連作に耐え
ない作物といわ れ， 一般的には3年以上の輪作が
望ましい（三善ら1971a）とされている． サトイ
モを連作すると生育量が減少し塊茎収量も低下す
るが， こ れはサトイモ由来の物質（宮崎ら1979)
や土壌微生物（三善ら197lb）が関係していると
の指摘がある . 5年間サトイモを連作すると ， 作
付け初年度と比較して地上部乾重が50%減少し
塊茎収量では59%低下した （続ら1995）. この
土壌および サトイモ 茎葉の水およびメタノ ール抽
出液はダイコンな らびに カブの初期生育を著しく
抑制することか ら， サトイモの連作障害はサトイ
モ由来の成長抑制物質との関係も深い（続ら
1995）との指摘がある． サトイモ連作 10年目の
土壌では輪作土壌 区よりもCaおよびMgの含有
量が少ない（渥美1956）ことも考慮し，また環境
保全を前提とした作物栽培を行うことが社会的に

求められている現況を考えた場合， サトイモの栽
培においても適切な栽培管理技術を確立すること
が必要である． 本研究では， 堆肥を用いた栽培 ，
緩効性肥料を用いた栽培および土壌へのCa供給
資材としての石膏（カルゲン：吉野石膏（株））施

用を併用した栽培を行い， 環境保全型栽培がサト
イモの生育， 子イモ収量に及ぼす影響について検
討した． また， 栽培管理を通して食品としての機
能性を向上させることが可能かどうかについて検
討するため， ズイキ用品種茎葉部の抗酸化活性に
及ぼす栽培条件の影響についても検討を加えた．

1 . 材料および方法

実験は， 金沢大学教育学部角間農場において
2003年に実施した． 本圃場における サトイモ栽
培は1年目である． 子イモ用品種として福井県大
野市上庄地区の在来品種である上庄 サトイモを用
い， ズイキ用品種としては八つ頭を用いた. 4月
20日に種イモをトップジンM水和斉IJ500倍液に
30分間漫潰し，2～3日陰干しにした． 定植は5月
3日に行った． 堆肥区では馬糞堆肥 （わら堆肥：
1.2 % - N, 1.1 % - P, 2.0 % - K）を4,000kg/

lOa施用した． 緩効性肥料区は LP肥料 （LP70
LPSlOO = 30 : 35）を 50kg/lOa と化学肥料〈臼
の本2号：12%- N, 8%- P20s, 10%- K20) 
27kg/10aを施用した． 慣行 区は上床地区で行 わ
れている栽培法(1998）を基準とし， 固形30号

表1 草丈の推移

試験区

士佳肥区
慣行区

LP＋石管区
LP区
LSD (p = 0.05) 

6月15日 23日 30日 7月6日 21日 BJ:124日 9月9日 23日 10月7 臼

15.6 ± 1.1 23.5 ± 1.2 32.4 ± 1.3 40.6 ± 1.0 65.4 ± 1.2 103.3 ± 2.9 ll0.4 ± 3.5 ll4.2 ± 3.1 114.7 ± 3.5 
15.4 ± 0.8 25.l ± 0.9 35.2 ± 1.5 43.4 ± 1.2 71.9 ± 1.8 117.4 ± 3.2 132.3土3.3 132.2 ± 3.6 132.3 ± 3.0 
15.3 ± 0.9 24.8 ± 0.9 33.6 ± 0,9 41.0 ± 1.2 69.4土1.7 120.4 ± 2.5 133.3 ± 2.4 133.3 ± 2.6 132.8 ± 3.0 
15.5 ± 0.8 24.9 ± 0.9 32.0 ± 0.9 38.4 ± 1.0 65.7 士 1.7 125.5 ± 5.0 132.7 ± 3.7 134.0 ± 4.1 133.9 ± 4.5 

n.s. n.s. nふ 3.4・ 4.9* 10.6・ 10.0・ 10.4・ 10.8‘

平均値±標準誤差（n = 14），・5%レベルで有意差あり，8月11自に子ズイキの切除．

＊本研究の一部は， 日本作物学会第218回講演会において発表した．
本＊金沢大学教育学部（ Yukio K吋ira , Tomokazu Muranaka , 

Ryota Tonouchi, Tatsuhiko Ogiwara. Naoko Terasawa) 0369 - 5247 I 06/¥ 500/ l論文／JCLS












